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研究成果の概要（和文）：本研究は、遺伝子変異キイロショウジョウバエを用いた新規薬剤感受

性評価法の確立と、それを用いた CPT の新規生体内作用標的タンパク質の同定を目的とした。 
水晶発振子マイクロバランス (QCM) 装置を用いた T7 ファージディスプレイ法を用いて、

CPT-20-B 結合ペプチド (NSASRGGSQRGRGEH) が同定されている。 このペプチド配列は、

ヒト HshnRNP A1 と キイロショウジョウバエ DmHrb87F のそれぞれの配列と相同性を示

した。HeLa 細胞可溶画分を用いたビーズプルダウン試験から、CPT と HshnRNP A1 が結

合した。HshnRNP A1-GST 組み換えタンパク質を作製し、QCM 相互作用解析を行い、CPT 
が HshnRNP A1 と解離定数 82.7 nM で結合した。 
遺伝子欠損キイロショウジョウバエによる薬剤感受性試験の結果、2 つの DmHrb87F 遺伝子

変異体である Hrb87FKG02089 と Hrb87FBG02743 は、野生株と比較して CPT に対して

高い感受性を示した。Topo I は、プラスミド DNA のスーパーコイルを解消する働きがある。

このトポロジー変化を CPT そして HshnRNP A1 存在下で観察した。 CPT は、報告される

様に topo I 活性を阻害した。また、hnRNP A1 も同様に topo I 活性を阻害した。さらに、

HshnRNP A1 は、CPT 共存在下で topo I 活性阻害を増進した。 
以上の結果から、HshnRNP A1 または DmHrb87F は CPT と結合し、topo I 活性を調節し

ている可能性が示唆された。   
 
研究成果の概要（英文）：The present study aimed at the identification of the action new and 
in vivo target protein of the establishment of the new medicine receptivity evaluation 
method that used gene mutation Drosophila melanogaster and CPT that used it.  
CPT-20-B connecting peptide (NSASRGGSQRGRGEH) is identified by using the T7 phage 
display method with crystal departure pendulum microbalance (QCM) device. This peptide 
sequencing showed each array and the homology of human HshnRNP A1 and Drosophila 
melanogaster DmHrb87F. CPT united from the bead pull-down examination that used 
HeLa cell meltable picture with HshnRNP A1. CPT made HshnRNP A1-GST united 
changing protein, did the QCM interaction analysis, and was HshnRNP A1 and was 
dissociation constant 82.7 nM.  
As a result of the microbial sensitivity test, by gene loss Drosophila melanogaster, two 
Hrb87FKG02089 and Hrb87FBG02743 that was the DmHrb87F gene mutant showed CPT 
high receptivity compared with the wild strain. Topo I has working that cancels a super-coil 
of plasmid DNA. This topology change was observed under CPT and the HshnRNP A1 
existence.  CPT obstructed the topo I revitalization as reported. Moreover, hnRNP A1 also 
similarly obstructed the topo I revitalization. In addition, CPT has improved the topo I 
active inhibition to HshnRNP A1 under both existence.  
HshnRNP A1 or DmHrb87F united from the above-mentioned result with CPT, and the 



possibility of adjusting the topo I revitalization was suggested. 
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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農芸化学・生物生産化学・生物有機化学 6104 
キーワード：(1)受容体 (2)結合タンパク質 (3) 遺伝子変異体  (4) ゲノム  

(5) ファージディスプレイ (6) QCM (7)  結合アミノ酸配列    
 
１．研究開始当初の背景 
医薬候補化合物がどのタンパク質とどのよ
うに生体内で結合するかを明らかにことは，
医薬品の開発には必須かつ極めて重要な情
報である。本研究は，医薬候補化合物の固定
化技術と，特定の医薬候補化合物と結合する
標的タンパク質（標的分子）候補を迅速かつ
高感度に同定する方法を利用し，標的タンパ
ク質（標的分子）候補をコードする遺伝子欠
損変異体の薬剤感受性を解析することで，医
薬結合タンパク質および受容体を決定・評価
する方法を研究することにより，以下の目的
を達成する。 
 
２．研究の目的 
目的１：標的タンパク質（標的分子）候補の
迅速かつ高感度に選択的に同定する。 
既知の医薬品化合物に本方法を適用して既
知の標的タンパク質を決定することで、本方
法の妥当性を証明することで，この目的を達
成する。 
目的２：遺伝子欠損変異体の薬剤感受性によ
って医薬結合タンパク質および受容体を決
定・評価する。 
標的タンパク質（標的分子）候補をコードす
る遺伝子欠損変異体として、市販の酵母・シ
ョウジョウバエ・シロイヌナズナを使い薬剤
に対する感受性を解析することで，この目的
を達成する。 
 
３．研究の方法 
医薬品化合物の標的タンパク質（標的分子）
を同定するため，昨年度は化学合成 DNA36mer
による 10７のライブラリを再設計して作製
し，さらに QCM（水晶発振子マイクロバラン

ス）による標的クローンの選抜ファージディ
スプレイ法が有効であることを示した。さら
に結合タンパク質の遺伝子欠損株および高
発現株の酵母を使い，医薬に対する感受性の
変化を調べた。 
このような基本的な知見を得たので，今年度
はより多くの事例（医薬化合物）を使用して
検討することにする。さらに結合アミノ酸配
列をバイオインフォマティクスサーバー
RELIC で統計的な処理を加え，遺伝子変体を
利用することによって得られたアミノ酸配
列が結合部位になることを証明する。 
 
・医薬品および医薬候補化合物の固定化のた
め，ビオチン化体のほかに自己組織化単分子
膜あるいは光反応による方法を適用し，それ
ぞれを使った場合の結果の違いを検証する。 
・ファージディスプレイで提示された結合ア
ミノ酸配列から，結合タンパク質あるいは受
容体と考えられるタンパク質を選抜する。組
み替え体を作成してタンパク質を発現・精製
し，結合定数を決定する。 
・ファージに組み込むDNAライブラリとして，
合成 DNA36mer のほか，各種がん細胞の cDNA
を作成する。 
・遺伝子の欠損株および高発現株を購入ある
いは作成し，薬剤感受性を検定する。 
５． 同様に，siRNA による遺伝子発現の
ノックダウンを行い，薬剤感受性を検証する。 
・結合候補タンパク質の立体構造を作成し， 
RELIC バイオインフォマティクスサーバー結
合部位を予測するとともに遺伝子変異体を
作成することで結合部位を決定する。 
 
４．研究成果 



水晶発振子マイクロバランス (QCM) 装置を
用いた T7 ファージディスプレイ法を用い
て 、 CPT-20-B 結 合 ペ プ チ ド 
(NSASRGGSQRGRGEH) が同定されている。 こ
のペプチド配列は、ヒト HshnRNP A1 と キ
イロショウジョウバエ DmHrb87F のそれぞ
れの配列と相同性を示した。HeLa 細胞可溶
画分を用いたビーズプルダウン試験から、
CPT と HshnRNP A1 が結合した。HshnRNP 
A1-GST 組み換えタンパク質を作製し、QCM 
相互作用解析を行い、CPT が HshnRNP A1 と
解離定数 82.7 nM で結合した。 
遺伝子欠損キイロショウジョウバエによる
薬剤感受性試験の結果、2 つの DmHrb87F 遺
伝 子 変 異 体 で あ る  Hrb87FKG02089 と 
Hrb87FBG02743 は、野生株と比較して CPT 
に対して高い感受性を示した。Topo I は、
プラスミド DNA のスーパーコイルを解消す
る働きがある。このトポロジー変化を CPT 
そして HshnRNP A1 存在下で観察した。 CPT 
は、報告される様に topo I 活性を阻害した。
また、hnRNP A1 も同様に topo I 活性を阻
害した。さらに、HshnRNP A1 は、CPT 共存
在下で topo I 活性阻害を増進した。 
以 上 の 結 果 か ら 、 HshnRNP A1 ま た は 
DmHrb87F は CPT と結合し、topo I 活性を
調節している可能性が示唆された。    
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Sugawara F, Yoshida H, Sato N, Mizushina 
Y. Biochem Biophys Res Commun. 2007 Jan 
12;352(2):390-6.   
 
〔学会発表〕（計 69 件） 
線虫ガレクチン LEC-6 による糖鎖認識機構解
明のための分子プローブの合成及びその評
価 日本薬学会 第 130 年会 西山和
沙, 山田篤, 草柳友恵, 松本勇記, 高草木
洋一, 菅原二三男, 坂口謙吾, 小林進, 武
内智春, 笠井献一, 夏苅英昭, 高橋秀依
 2010 3 28 
エポラクタエン及び誘導体の化学と生物：全
合成から作用機構解析 第４回連携大学
院セミナー京都「先端バイオイメージングと
基盤技術」 倉持幸司、椿 一典、水品
善之、菅原二三男、池北雅彦、小林 進
 2010 1 18 
Y ファミリーDNA ポリメラーゼ選択的阻害
剤：Penicilliol A，Penicilliol B 第  32 
回日本分子生物学会 水品 善之, 木
村 拓馬, 竹内 倫文, 米澤 裕子, 大橋 英



治, 大森 治夫, 益谷 央豪, 花岡 文雄, 吉
田 弘美, 菅原 二三男, 坂口 謙吾 2009
 12 9 
T7 PD 法による低分子化合物とタンパク質の
相互作用の検出: QCM 装置と RELIC サーバ
ーの利用がもたらす実用性と可能性 第  32 
回日本分子生物学会 高草木  洋一 , 
高草木 香織, 菅原 二三男, 坂口 謙吾
 2009 12 9 
含硫糖脂質 SQAG の hVEGF165 結合領域の
同定及び結合様式の解明 第 32 回日本分
子生物学会 高草木 香織, 高草木 洋
一, 松本 勇記, 鷹見 美穂子, 井田 紀子, 
青木 仁子, 村田 寛, 太田 慶祐, 菅原 二
三男, 坂口 謙吾 2009 12 9 
T7 ファージディスプレイ法を用いて同定し
たアンジオモチンとロキシスロマイシンの
相互作用の検証 第 32 回日本分子生物学
会 鈴木 愛こ, 高草木 洋一, 渡辺 ま
どか, 松本 勇記, 戸井崎 絢, 鈴木 孝洋, 
菅原 二三男, 小林 進, 坂口 謙吾 2009
 12 9 
エポラクタエン及び誘導体のチオール反応
性 日本農芸化学会関西支部例会
 倉持幸司、椿一典、水品善之、菅原
二三男、池北雅彦、小林進 2009 12
 5 
カバノアナタケから同定された新規化合物
DDTCT の細胞増殖抑制効果 第82回 日本生
化学会大会 望月万里、森田明典、羽染
芳宗、井田紀子、村田寛、船津修、菅原二三
男、池北雅彦 2009 10 22 
X-family DNA ポリメラーゼによる生物多様
性の調節 第 11 回日本進化学会大会 小寺啓
文、武内亮、半澤直人、内山幸伸、美和秀胤、
菅原二三男、坂口謙吾 2009 9
 2 
Self-assembled monolayer (SAM) of small 
organic molecule for efficient 
random-peptide phage display selection 
using a cuvette type quartz-crystal 
microbalance (QCM) device ICCE-17
 Takakusagi Y, Suzuki A, Sugawara 
F, Kobayashi S, Sakaguchi K 2009
 7 26 
Camptothecins : Inhibition of the 
E-prostanoid receptor subtype 1 (EP1) 
signaling pathways and its’ mechanistic 
aspects The 50th Anniversary Meeting of 
the American Society of Pharmacognosy
 Takakusagi Y, Manita D, Okado M, 
Nakayama M, Takakusagi K, Sugawara F, 
Sakaguchi K 2009 6 27 
QCM-phage display: Identification of 
doxorubicin-binding protein (part III)
 The 50th Anniversary Meeting of 
the American Society of Pharmacognosy

 Kusayanagi T, Takakusagi Y, 
Takeuchi T, Sakaguchi K, Sugawara F
 2009 6 27 
海洋天然物 SQAG による DNA polymerase 
lambda の阻害様式の解明 日本ケミカルバ
イオロジー学会 第 4 回年会 高草木
香織、太田慶祐、高草木洋一、青木仁子、菅
原二三男、坂口謙吾 2009 5
 18 
ニ ガ ウ リ 由 来 の monoacylgalactosyl 
diacylglycerol (MGDG)の DNA ポリメラーゼ
阻害活性とヒト癌増殖抑制活性 日本農
芸化学会 2009 年度（平成 21 年度）大会 
松井由樹、羽田尚彦、佐藤義大、山口素弘、
竹内倫文、坂口謙吾、菅原二三男、水品義之、
吉田弘美 2009 3 27 
浜 辺 に 生 息 す る 苔 に 寄 生 す る 真 菌
（Penicillium deleae）ユリアの新規物質
peniciliol A および B の生理活性 日本農
芸化学会 2009 年度（平成 21 年度）大会 
水品義之、木村拓馬、竹内倫文、菅原二三男
 2009 3 27 
T7 ファージディスプレイ法を用いたタンパ
ク質間相互作用阻害剤の探索法の改良
 日本農芸化学会 2009 年度（平成 21
年度）大会 齊藤雄己、真仁田大輔、菅
原二三男 2009 3 27 
クルクミン誘導体の抗炎症作用 日本農
芸化学会 2009 年度（平成 21 年度）大会 
西田真之、吉田優、東健、福留啓志、清水恭
平、竹内倫文、大澤俊彦、菅原二三男、水品
義之、吉田弘美 2009 3 27 
トリマンノース由来の分子プローブの合成
と QCM-PD-SAM 法を用いた結合ペプチドの同
定 日本薬学会第１２９年会 西山和
沙、高草木洋一、草柳友恵、松本勇記、羽生
紫織、倉持幸司、菅原二三男、坂口謙吾、高
橋秀依、夏苅英昭、小林 進 2009 3
 26 
Antitumor Antibiotic Fostriecin Targets 
Cystein-269 of the Protein Phosphatase 2A 
Catalitic Subunit in Mammailan Cells with 
a Covalent Bond. 3rd Tokyo Uiniversity of 
Science Interanational Collaboration 
Workshop Toshifumi Takeuchi, Fumio 
Sugawara 2009 3 16 
Developement of Phage Display with Quartz 
Crystal Microbalance Method. 3rd 
Tokyo Uiniversity of Science 
Interanational Collaboration Workshop
 Tomoe Kusayanagi, Fumio Sugawara
 2009 3 16 
A Facile Method to inhibit Protein-Protein 
Interactions with Phage Display Method.
 3rd Tokyo Uiniversity of Science 
Interanational Collaboration Workshop
 Takeki Saitoh, Fumio Sugawara



 2009 3 16 
Isolation of Natural Products (2) 3rd 
Tokyo Uiniversity of Science 
Interanational Collaboration Workshop
 Yoshihiro Sato, Fumio Sugawara
 2009 3 16 
Synthesis of Natural Products (1): The 
Radio Sensitizer SQ series. 3rd 
Tokyo Uiniversity of Science 
Interanational Collaboration Workshop
 Hiroshi Murata, Fumio Sugawara
 2009 3 16 
Sinthesis of Natural Products (2): 
Bioactive Compounds. 3rd Tokyo 
Uiniversity of Science Interanational 
Collaboration Workshop Hiroaki Ishii, 
Kyohei Shimizu, Satomi Shimura, Fumio 
Sugawara 2009 3 16 
New Screening Methods for Protein-Protein 
Interaction Inhibitors Based on FRET and 
Phage Display. 3rd Tokyo Uiniversity of 
Science Interanational Collaboration 
Workshop Fumio Sugawara 2009 3
 15 
Isolation of Natural Products (1) 3rd 
Tokyo Uiniversity of Science 
Interanational Collaboration Workshop
 Takuma Kimura, Fumio Sugawara
 2009 3 15 
QCM T7 ファージディスプレイ法: 新規ドキ
ソルビシン結合タンパク質の探索 (第二報)
 先端科学セミナー京都 ケミカル
バイオロジーシンポジウム 草柳友恵、倉持
幸司、高草木洋一、菅原二三男 2008
 12 15 
抗腫瘍活性物質カンプトテシンの新規作用
標的タンパク質の探索 先端科学セミナ
ー京都 ケミカルバイオロジーシンポジウ
ム 真仁田大輔、高草木洋一、倉持幸司、
菅原二三男 2008 12 15 
固相合成用樹脂を利用した結合タンパク質
探索 先端科学セミナー京都 ケミカル
バイオロジーシンポジウム 榎本好宏、倉持
幸司、宮野友香、石一智、高草木洋一、斉藤
雄己、小林進、坂口謙吾、菅原二三男
 2008 12 15 
T7 ファージディスプレイ法を用いたリダイ
フェン B の新規標的タンパク質の探索
 先端科学セミナー京都 ケミカル
バイオロジーシンポジウム 九十田千子、高
草木洋一、今井孝彦、椎名勇、坂口謙吾、池
北雅彦、菅原二三男 2008 12
 15 
カバノアナタケから同定された DDTCTの細胞
増殖抑制効果 第 31 回日本分子生物学会
年会・第 81 回日本生化学会大会 合同大会
 望月万里、森田明典、羽染芳宗、井

田紀子、村田寛、船津修、菅原二三男、池北
雅彦 2008 12 10 
クルクミンとその誘導体による炎症抑制効
果 第 31 回日本分子生物学会年会・第
81 回日本生化学会大会合同大会（BMB2008） 
西田真之、吉田優、東健、福留啓志、竹内倫
文、倉持幸司、菅原二三男、坂口謙吾、吉田
弘美、水品善之 2008 12 9 
T7 phage display 法を用いたロキシスロマ
イシン結合タンパク質の探索 第 31
回日本分子生物学会年会・第 81 回日本生化
学会大会合同大会（BMB2008） 鈴木愛
こ、高草木洋一、渡邊まどか、松本勇記、菅
原二三男、坂口謙吾 2008 12
 9 
T7 phage display 法を用いた PFOS 結合タ
ンパク質の探索 第 31 回日本分子生物学会
年会・第 81 回日本生化学会大会合同大会
（BMB2008） 岡戸真実、宮野友香、崎元
一平、志村聡美、草柳友恵、武内亮、高草木
香織、松本勇記、中崎敦夫、竹内倫文、倉持
幸司、高草木洋一、太田慶祐、三浦雅彦、小
林進、菅原二三男、坂口謙吾 2008
 12 9 
QCM T7 ファージディスプレイ法: 新規ドキ
ソルビシン結合タンパク質の探索 (第一報)
 第 31 回日本分子生物学会年会・第
81 回日本生化学会大会合同大会（BMB2008） 
草柳友恵、真仁田大輔、岩切佳那子、倉持幸
司、高草木洋一、中崎敦夫、小林進、坂口謙
吾、菅原二三男 2008 12 9 
CBP501 による G2 チェックポイント阻害作
用の詳細についての研究 第31回日本分子
生物学会年会・第 81 回日本生化学会大会合
同大会（BMB2008） 松本勇記、高草
木洋一、新藤陽介、高草木香織、小谷野祐希、
佐藤仁志、河邊拓己、菅原二三男、坂口謙吾
 2008 12 9 
キイロショウジョウバエによる医薬標的分
子の評価 第 31 回日本分子生物学会年会・第
81 回日本生化学会大会合同大会（BMB2008） 
真仁田大輔、高草木洋一、松本勇記、高田和
徳、坂口謙吾、菅原二三男 2008 12
 9 
糖鎖認識機能解明のための分子プローブの
合成 反応と合成の進歩シンポジウム
 西山和沙、草柳友恵、松本勇記、高
草木洋一、倉持幸司、菅原二三男、坂口謙吾、
高橋秀依、夏苅英昭、小林進 2008
 11 4 
T7 ファージディスプレイ法を用いた
Brz-2001 とチトクロム P450 DWF4 の結合解析
 日本ケミカルバイオロジー研究会 
第３回年会 真仁田大輔，草柳友恵，高
草木洋一，倉持幸司，菅原二三男 2008
 5 19 
医薬小分子結合タンパク質の同定を目的と



したワンサイクル T7 ファージディスプレイ
法の研究 日本ケミカルバイオロジー研究会 
第３回年会 草柳友恵，高木真奈美，真
仁田大輔，岩切佳那子，倉持幸司，高草木洋
一，中崎敦夫，小林進，坂口謙吾，菅原二三
男 2008 5 19 
糖認識機能解明のための分子プローブの合
成 第５５回有機合成化学協会関東支
部シンポジウム 西山和沙、草柳友恵、高草
木洋一、倉持幸司、菅原二三男、坂口謙吾、
武内智春、笠井献一、高橋秀依、夏苅英昭、
小林 進 2008 5 9 
トリマンノース由来の分子プローブの合成
と QCM-PD 法による結合ペプチドの探索
 日本薬学会 128 年会 西山和
沙、草柳友恵、高草木洋一、倉持幸司、菅原
二三男、坂口謙吾、高橋秀依、夏苅英昭、小
林 進 2008 3 27 
ワンステップ T7 ファージディスプレイ法
による医薬小分子の結合タンパク質の同定
 日本農芸化学会 2008 年度大会
 草柳 友恵、高木 真奈美 1、真仁田 
大輔、岩切 佳那子、倉持 幸司、高草木 洋
一、中崎 敦夫、小林 進、坂口 謙吾、菅原 二
三男 2008 3 26 
クルクミン誘導体の抗炎症作用の解析
 日本農芸化学会 2008 年度大会
 西田 真之、吉田 優、東 健、大澤 俊
彦、福留 啓志、竹内 倫文、倉持 幸司、菅
原 二三男、水品 善之、吉田 弘美 2008
 3 26 
T7 ファージディスプレイ法によるポドフィ
ロトキシンの新規結合タンパク質の探索と
同定 日本農芸化学会 2008 年度大会
 斉藤 雄己、倉持 幸司、今井 孝彦、
高田 慶一、菅原 二三男 2008 3
 26 
T7 phage display 法による抗腫瘍性抗生物
質  PD 113,271 結合タンパク質の探索
 日本農芸化学会 2008 年度大会
 今井 孝彦、竹内 倫文、石 一智、
斉藤 雄己、倉持 幸司、菅原 二三男 2008
 3 26 
T7 ファージディスプレイ法によるドキソル
ビシン標的タンパク質の探索および酵母を
用いた生物活性評価法の研究 日本農
芸化学会 2008 年度大会 真仁田 大輔、小
柳 邦生、高橋 徳行、今井 孝彦、石 一智、
倉持 幸司、菅原 二三男 2008 3
 26 
多価不飽和脂肪酸はIMPデヒドロゲナーゼを
阻害する 日本農芸化学会 2008 年度大会
 水品  善之、矢中  規之、 Han, 
Yunkyung、竹内 倫文、石丸 千里、菅原 二
三男、吉田 弘美、加藤 範久 2008
 3 26 
カバノアナタケから同定された新規アポト

ーシス誘導物質 DDTCT の作用機構 第 30
回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化
学会大会 合同大会 望月万里、森田
明典、羽染芳宗、井田紀子、村田寛、船津修、
菅原二三男、池北雅彦 2007 12
 14 
ニンニク由来の含硫黄物質群の DNA ポリメ
ラーゼ分子種選択的阻害活性とヒト癌細胞
増殖抑制活性 BMB2007 （第 30 回日本分
子生物学会年会・第 80 回日本生化学会大会 
合同大会） 西田真之, 羽田尚彦, 吉
田英生, 木元貴士, 倉持幸司, 菅原二三男, 
米澤裕子, 栗山磯子, 坂口謙吾, 吉田弘美,
水品善之 2007 12 11 
低分子化合物の高性能な標的探索を可能と
す る フ ァ ー ジ デ ィ ス プ レ イ 法 の 確 立
 BMB2007 （第 30 回日本分子生物学
会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大
会） 高草木洋一, 高木真奈美, 草柳友
恵, 倉持幸司, 宮野友香, 高草木香織, 菅
原二三男, 小林進, 坂口謙吾 2007
 12 11 
EFFECTS OF DNA POLYMERASE ALPHA POISON 
DEHYDROALTENUSIN ON THE FISSION YEAST 
SCHIZOSACCHAROMYCES POMBE BMB2007 （第 30
回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化
学会大会 合同大会） 栗山磯子, 紙透
伸治, 菅原二三男, 吉田弘美, 水品善之, 
野口英史 2007 12 11 
カバノアナタケから同定された新規アポト
ー シ ス 誘 導 物 質 DDTCT の 作 用 機 構
 BMB2007 （第 30 回日本分子生物学
会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大
会） 望月万里, 森田明典, 羽染芳宗, 
井田紀子, 村田寛, 船津修, 菅原二三男, 
池北雅彦 2007 12 11 
カバノアナタケから同定された新規アポト
ー シ ス 誘 導 物 質 DDTCT の 作 用 機 構
 BMB2007 （第 30 回日本分子生物学
会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大
会） 望月万里, 森田明典, 羽染芳宗, 
井田紀子, 村田寛, 船津修, 菅原二三男, 
池北雅彦 2007 12 11 
固相有機合成用樹脂を用いたアフィニティ
ービーズの標的タンパク質探索への応用
 BMB2007 （第 30 回日本分子生物学
会年会・第 80 回日本生化学会大会 合同大
会） 宮野友香, 倉持幸司, 武内亮, 榎
本好宏, 草柳友恵, 高草木洋一, 中崎敦夫, 
小林進, 菅原二三男, 坂口謙吾 2007
 12 11 
High-throughput and High-accuracy 
Drug-Target Identifications The 
4th Takeda Science Foundation Symposium on 
PharmaScience:  On the Fronthiers of 
Chemical Biology Fumio Sugawara, Yoichi 
Takakusaghi, Kouji Kuramochi 2007



 12 3 
Down regulation of Tie-2 gene in vivo by 
novel anti-tumor agent SQAG targeting 
antiangionesis 第 66 回日本癌学会学術
総会 Yoko Mori, Hiroeki Sahara, Kayo 
Matsumoto, Nobuaki Takahashi, Takayuki 
Yamazaki, Keisuke Ohta, Satoko Aoki, 
Masahiko Miura, Fumio Sugawara, Kengo 
Sakaguchi, Noriyuki Sato 2007 10
 3 
Identification of cyclosporin A binding 
protein CSBP that plays a critical role in 
hepatitis C virus genome replication
 第 66 回日本 癌学 会学 術総 会
 Hiroeki Sahara, Kengo Morohashi, 
Koichi Watashi, Yoko Mori, Kazuki Iwabata, 
Wataru Tsutae, Hiroki Miyashita, Kokichi 
Kikuchi, Kunitada Shimotohno, Kengo 
Sakaguchi, Noriyuki Sato, Fumio Sugawara
 2007 10 3 
抗腫瘍抗生物質 fostriecin はプロテインフ
ォスファターゼ 2A の Cys269-Lys283 領域と
共有結合する 日本ケミカルバイオロジ
ー研究会 竹内倫文、高橋徳行、石一智、倉持 
幸司、菅原二三男 2007 5 9 
T7 ファージディスプレイ法お用いたポドフ
ィロトキシン結合タンパク質の探索 日本ケ
ミカルバイオロジー研究会 斉藤雄己、倉持 
幸司、高田慶一、菅原二三男 2007
 5 9 
フ ァ ー ジ デ ィ ス プ レ イ 法 を 用 い た
neoechinulin Aが活性作用を示す際のターゲ
ットタンパク及び、neoechinulin A 生合成に
関る遺伝子の探索 日本ケミカルバイオロジ
ー研究会 堀内桃子、竹野正洋、倉持 幸司、
菅原二三男、鎌倉高志 2007 5
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